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７ 月 １ ６日 （ 火 ） ペア レン ト ト レーニング ト レーナーの大和田彰子先生をお招きして 「 教師

力ア ップ研修会 」 を行いま した 。 「 ペ アレン ト ト レーニングから学ぶ～笑顔がふえる楽しい子

育ての方法 」と題して講演をしていただきました。

○ペアレント トレーニングとは

・ 「 育 てに く さのあるこども 」 を育てている親を支援するためのプログラム 。どのよ うな子ども

の子育てにも役立つ。ア メリカのカリフォルニア大学でＡＤＨＤなどの発達障害を研究してい

るチームが開発した。発達障害やＡＤＨＤなどの障害のある子どもの保護者が，叱ってばか

り の毎日から，楽し く子育てできるように考えられたプログラムであるが，障がいにかかわら

ず， 子育てに悩む親にとって役立つヒン トがた くさん含まれている。

◎子どもを変えるのではなく保護者がよりよい対応を身に付ける

→保護者が変われば子どもが変わる

○親子の悪循環からプラスの循環へ…・ほめる

・子どものよいところを見つけ，意識的にほめることによって好ましい行動を増やし，

困った行動を減らすことができる。

○行動を３つに分ける

・ 好ましい行動 ・ ・ ・ 肯定的な注目をする （ほめる ・喜ぶ ・感謝する ・興味や関心を示すなど ） 。

・好まし くない行動 ・ ・ ・注目を外し，好ましい行動を待つ。い。チャレンジしてほしい。

・危険な行動・許しがたい行動・ ・ ・警告をする ・制限を設ける。

○ほめ方のコツ ・ ・ ・ ・ ２ ５％ルールで！

・ パーフェ ク ト を待たずに ，できているところを見つける 。ほめ言葉でな くても ，その行動に気

付 いていることを知らせるだけでもよい。

○指示を出すときの合い言葉・ ・ ・ ・ Ｃ ＣＱ

・ 穏やかに （ Ｃ ａ ｌ ｍ ） 近 く で （ Ｃ ｌ ｏ ｓ ｅ ） 声の トーンを抑えて （ Qu i te） 指示に従えたら ２ ５％ルー

ルで ほめる。

*日常の指導に生かせそうなものもありました。少しずつ実践に役立てたいですね。

 

 




